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歯科材料 3  義歯床材料 

 *管理医療機器    義歯床用長期弾性裏装材    「JMDN」34770000 

 （*管理医療機器 義歯床用接着材料 「JMDN」70834000） 

モロプラストＢ 

 

 

【禁忌・禁止】 

 本材により発疹、皮膚炎の過敏症の既往歴のある患者 

には使用しないこと。 

 

【形状・構造及び原理等】 

  ［構 成］ 

   モロプラストＢ、プリモ 

  リムーバー《※セット包装には含まれておりません。》 

 

 ［性 状］ 

  モロプラストＢ   ピンク色弾性ペースト 

  プリモ       無色透明の液体 

 

 ［原材料］ 

  モロプラストＢ   ジメチルポリシロキサン、他 

  プリモ       γ－メタクリロキシプロピルトリ 

メトキシシラン、他 

 

 ［原 理］ 

  本材は、加熱重合により硬化し、義歯床の作製や改床、 

欠損腔の塞栓などに用いることが出来ます。 

 

*【使用目的又は効果】 

   本品は、歯牙の全て又は一部脱落した患者の義歯床の作 

製、及び破損又は磨耗した義歯床の修復に用いる。口蓋 

に欠損腔がある患者に対しては欠損腔を塞栓し、咀嚼障 

害・言語障害などを抑制する。 

 

*【使用方法等】 

  ①患者の口腔内の機能印象を採得します。 

  ②模型を作成し、フラスコ内に埋没します。 

  ③義歯の裏装する部分を 1～3mm 削って、粗くします。 

  ④フラスコより模型を取り出し、義歯をスぺーサーと共 

にパッキングします。 

  ⑤義歯からスペーサーを取り除きます。 

  ⑥義歯床の裏装する部分にプリモを塗布し、60～90 分間 

乾燥させます。 

  ⑦モロプラストＢを義歯床に接着させ、フラスコ内で 10 

～15 分間加圧します。 

  ⑧冷水の中にフラスコを入れ、ゆっくりと 100℃になるよ 

   うに約 2 時間かけて加熱重合を行います。若しくは、 

市販のマイクロウェーブ用のフラスコに入れ、850 ワッ 

トで 10 分間かけてマイクロウェーブ重合を行います。 

  ⑨義歯を取り出し余剰部分を除去し、研磨して仕上げま 

す。 

 

  【使用上の注意】 

 ［使用注意］ 

  ①他の製品と混用しないこと。 

  ②１日１回の割合で義歯洗浄液又は軟らかい歯ブラシで 

義歯を清掃するよう患者を指導すること。 

  ③義歯洗浄液に 10～15 分間以上は浸さないよう患者を指  

   導すること。 

  ④廃棄する場合は、地域の規制に従い廃棄すること。 

 

 ［重要な基本的注意］ 

   ①本材の使用により発疹、湿疹、発赤、潰瘍、腫脹、か 

ゆみ、しびれ等の過敏症状が現れた患者には使用を中 

止し、医師の診断を受けさせること。 

   ②本材に対し発疹、皮膚炎の過敏症の既往歴のある術者 

は手袋を着用し、素手で直接本材に触れないこと。又、 

本材の使用により発疹、湿疹、発赤、潰瘍、腫脹、か 

ゆみ、しびれ等の過敏症状が現れた場合は使用を中止 

し、医師の診断を受けること。 

  

*【保管方法及び有効期間等】 

 ［保管方法］ 

   ①直射日光を避け、冷暗所で保管すること。 

 

    保管温度 モロプラストＢ 2～12℃ 

         プリモ     5～25℃ 

 

   ②歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理 

すること。 

 

 ［有効期間］ 

  本材は包装に記載の※有効期間までに使用すること。 

  ［記載の有効期間は、自己承認（輸入先製造業者データ） 

   による。］ 

  ※（例  2020-01 は有効期間 2020 年 1 月を示す。） 

 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称】 

   製造販売業者：株式会社 茂久田商会 

   連  絡  先：https://www.mokuda.co.jp 

   製  造 業 者：デタックス社／ドイツ 

          Detax GmbH & Co. KG ／Germany 

 


